
【アクションカード⑪：支援機関との関係性の創り方】 

 以下に紹介する支援機関との関係性の創り方の流れは、一般的な取組み手順です。取組

み手順にならって進める中で、わからない部分がある場合は、遠慮なく商工会に御相談く

ださい。 

①支援機関とは 

 ここで言う支援機関とは、商工会や商工会議所を指します。皆さんの身近にある支援機

関は商工会です。以下は「商工会はどんなところ？」「どんな支援をしてくれるの？」につ

いて簡単に紹介します。 

 

②商工会ってどんなところ 

 地域の商工業の事業者（法人、個人問わず）の悩み（小さなこと、大きなこと問わず）

を気軽に相談し、改善や解決に向けて適切な助言をしてくれるところです。 

 

③商工会が支援してくれる内容はどんなものがあるの 

主に以下のような支援をしてくれます。 

・創業や起業にあたっての全般的な相談 

・事業を行う中で発生した悩みや課題の相談 

・確定申告の仕方 

・日常の経理業務の仕方 

・各種保険のわからないことや手続きの仕方 

・補助金や助成金の紹介や申請の仕方 

・金融機関への借入申込の際の資料の作成の仕方 

・事業計画書の書き方 

・商品やサービスの開発の仕方 

・販路開拓の進め方 

・広告宣伝やパビリシティの進め方 

・各種展示会やイベント、祭りへの参加 

 

 他にも、事業に関わることなら、概ね対処してくれます。 

 

④商工会との関り方 

 ③のような支援を手厚く受けたい場合、やはり、常日頃からの商工会職員とのコミュニ

ケーションが大切です。近くに寄った際には、少し顔を出す等、会話の時間を出来るだけ

確保することが大切です。その会話の中から職員は皆さんの事業の課題を見つけ出すこと

ができるからです。 

 また、事業で困ったことがある場合、可能な限り、発生する前に相談することが傷口を



浅くします。例えば「資金繰りに困りそうだ・・」と予測できるのであれば、その予測が

出来た段階で商工会に訪問するようにしましょう。 

 商工会の能力を大いに享受するためには、適度な「コミュニケーション」と、「事前に事

前に」を心掛けた「相談」が必要になります。 

 

【支援機関との関係性の創り方のチェックリスト】 

☑ 項目 

□ 支援機関とは何なのかを理解した 

□ 商工会ってどんなところか理解できた 

□ 商工会が支援してくれる内容はどんなものがあるのかがわかった 

□ 商工会と「どのようにかかわれば良いのか」を理解した 

 


